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【はじめに】 

沿岸生態系の生産者，多くの海産生物の生

息場，魚類や無脊椎動物の産卵場や保育場と

して，藻場は生物多様性の上でも水産的にも

非常重要である．Costanza et al. (1997) は，

特定の相観をもつ極相群集により特徴づけら

れる生活帯の生物群集の最大単位であるバイ

オームが提供する生態系サービスを貨幣価値

で推定し，藻場は，マングローブやサンゴ礁

よりも価値が高いことを示した（表１）． 

主提案者は，東京大学海洋研究所大槌臨海

研究センターの共同利用研究として，１９９

４年から大槌湾および船越湾の海草藻場の分

布と生態に関する研究を行ってきた．そして，

船越湾では，世界最大の海草タチアマモが分

布することを示すとともに(相生ほか、1996; 

Aioi et al., 1998)，リモートセンシングに

よる海草マッピング方法を開発し，大規模な

海草群落の分布を明らかにした（Sagawa et 

al., 2008; Sagawa et al., 2010）．それだけ

でなく，海草タチアマモ(Zostera caulescens 

Miki)やオオアマモ(Zostera asiatica Miki)

の季節的な変化という生態学的な面からも研

究を行ってきた（Sultana and Komatsu, 2003; 

柴 谷 , 2004; Shabaka 2010; Shabaka and 

Komatsu 2010）．さらに，大槌湾には，タチア

マモ以外に，スゲアマモ(Zostea caespitosa 

Miki)，アマモ(Zostera marina L.)(Aioi and 

Komatsu, 1996)も分布しており，大槌湾，船

越湾の海草の種多様性は非常に高い．なお，  

 

表 1. 全球の各バイオームの生態系サービス 

バイオーム 

面積 

(ha 

x 

106) 

年あたり

の単位面

積あたり

のドル換

算価値 

($/ha/yr

) 

地球全体

でのドル

換算価値

($x109/yr

) 

河口域 180 22832 4110 

藻場 200 19004 3801 

サンゴ礁 62 6075 375 

大陸棚 2660 1610 4283 

干潟・マング

ローブ 
165 9990 1648 

沿岸域全体 3267 4352 14217 

    
熱帯林 1900 2007 3813 

寒帯・温帯林 2955 302 894 

森林全体 4855 970 4707 



これらの海草はアマモを除いて絶滅危惧種に

指定されている． 

今回の東日本大震災に生じた津波は、強い

流れとして作用し，これらの海草の草体を引

きはがす，あるいは，基質である砂とともに

持ち去り，海草藻場が消滅してしまっている

可能性もある．また，津波の力から逃れた個

体があったとしても，現在，どのような分布

状態であるかはわかっていない．そこで，海

草藻場の現状を知るために，水中カメラおよ

びサイドスキャンソナーにより藻場の被害状

況を調べることにした． 

 また，大槌湾内には，コンブ類やアカモク

なども分布し，藻場をつくっている．そこに

は，三陸における沿岸漁業の重要な磯根資源

であるエゾアワビやウニ類の生活の場となっ

ている．このような生活の場，ハビタットが

津波の影響を受けているのかは漁業者にとっ

ても重大な関心事である．そこで，海草藻場

と合わせて，海藻藻場の状況も調べる必要が

あると考え調査を実施した． 

 

【方法】 

 津波による藻場への影響を明らかにするた

めに，直接海底の状況を観察できる水中カメ

ラ(FM4100, QI 社製)を用いた． 

 船越湾(立川ら, 1996; Sagawa et al., 

2008; 2010)や大槌湾の海草類(Komatsu et 

al., 2003)は，砂地に生育する種が砂地上に

大規模な群落をつくっている．海草は体内に

ガスを持つために海中で超音波を強く反射す

るため反射の弱い砂地と区別でき海草藻場の

推定が可能である(Sabol et al., 2002)．海

底の状態を超音波で空中写真のように反射強

度の分布と水深とを取得できるサイドスキャ

ン ソ ナ ー (Geoswath plus Compact, 

GeoAcoustics Ltd.)で海草藻場分布を調べた．  

 

【結果】 

 大槌湾において津波以前にすでに分布が確

認されていた湾奥(Komatsu et al., 2003)お

よび中部の海草藻場（図１）について，水中

カメラによる海底観察を行った．海中で花を

咲かす成熟個体の花株はタチアマモあるいは

アマモについては見られなかった．しかし，

タチアマモの分布していた場所には未成熟の

栄養株とよばれる個体は非常に低い密度では

あったが分布していた（図２）．一方，スゲア

マモは，観察を行った湾奥北側の場所に花株

（図３）が分布していた．サイドスキャンソ

ナー調査ではタチアマモの分布していた場所

において，反射の強いところがあった．そこ

で，水中カメラによる観察を行ったところ，

海草ではなく，底質が粗い砂であった． 

 

図１．大槌湾の水中テレビ調査海域 

 

 

 

 

 

 

 

図２．大槌湾湾奥で観察されたアマモ類の未

成熟個体（白矢印） 



 船越湾において，過去の調査で明らかにな

っていた海草分布域では花株は一切見られず，

栄養株のみであった．サイドスキャンソナー

による調査で，過去の調査で海草分布が確認

された場所で強い反射域があった．これらの

場所で水中カメラによる観察を行ったところ，

底質が小石になっていた場所，あるいは，海

底に堆積した海藻類であった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．大槌湾湾奥北部で観察されたスゲアマ

モの花株（白矢印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４．大槌湾七戻のコンブ藻場 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５．大槌湾七戻のアカモク藻場 

大槌湾において過去の調査で海藻の分布が

確認されていた大槌湾中央部北岸に位置する

七戻地先の岩礁性藻場を水中カメラで調べた．

その結果，コンブ類（図４），ホンダワラ類の

アカモク（図５）が以前と同じように繁茂し

ていることが明らかとなった．アカモクは草

丈が海底から海面まで達しており，底深から

6－7m の主枝長のものがあると推定された． 

  

 

 

 

 

 

 

 

図６．大槌湾白浜地先のワカメ 

 

 

 

 

 

 

 

図７．大槌湾白浜地先のアワビ魚礁の上に生

育するワカメ 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８．大槌湾白浜地先のアワビ魚礁の上のウ

ニ（白矢印） 



湾中央部南岸に沿って分布する岩礁性藻場

についても水中カメラによる観察を行った．

その結果，ワカメなどの海藻類（図６，７）

が繁茂していた．白浜地先のコンクリート製

アワビ魚礁を水中カメラで調べたところ，海

底に接地していた面が上を向いているような

魚礁は観察されなかった（図６）．また，ウニ

が多数分布しているのが見られた（図７）． 

 

【考察】 

 船越湾では，6 月からタチアマモやアマモ

は成熟することから(Sultana and Komatsu, 

2002; 2003; Shabaka and Komatsu, 2010)，

津波の影響がなければ花株が残存するはずで

ある．しかし，大槌湾奥部および船越湾では，

砂地に生育するタチアマモなどの海草藻場が

壊滅し，未成熟な栄養株のみが個体ごとに分

離して低い分布密度で分布した．以上のこと

から，2011 年 3 月 11 日の津波によって，花

株となる大型のシュートや，それらと地下茎

でつながる栄養株のシュートは海底から引き

剥がされて，陸に打ち上げられた可能性があ

る．一方，未成熟な個体は，地下茎でつなが

っておらず分離していることから，3 月 11 日

以降に砂に埋土していた海草の種子から発芽

した個体であると思われる．  

一方，大槌湾のスゲアマモは，成熟した花

株が残存しており，津波による被害が少なか

ったことを示している．スゲアマモは，個体

ごとに株が分離しており，葉を手で引っ張る

と根から持ち上がり，海底への固着力は強く

なく，津波の影響で移動した可能性はあるも

のの津波で陸上に打ち上げられる，あるいは，

引き波で深い海底に持ち運ばれることはなか

ったと推定される．したがって，残存してい

た場所は，地形的に津波による直接的な強い

力が作用せず，津波による水位の上昇と下降

の影響のみであったと考えられる． 

魚礁や転石などは，転倒した場合に，海底

に接地していた面が上を向くと，海藻が付着

していない面が露出する．一方，そのような

ことがなければ，大型海藻などが付着したま

まである．大槌湾の北岸と南岸の岩礁性藻場

については，成熟し，大きくなったコンブ類

ワカメやアカモクなどが分布していたこと，

アワビ礁も転倒することはあまりなく，津波

の被害は軽微であったと考えられる．ワカメ

やアカモクは 1 年生の海藻類であり，大槌周

辺では前の年の夏に生まれた個体が，翌年の

晩春に親個体となることから，3 月 11 日の津

波により基質から引き剥がされることはなか

ったと考えてよいであろう．アカモクについ

ては，繁茂期の前で草丈もおそらく数 10cm程

度と小さかったために，津波による強い波力

を受けなかったと推定される． 

リアス式の大槌湾では，湾奥部に川が流れ

込み，湾奥から湾口に向かう湾の長軸である

東西の軸に沿って底深が深くなっている．大

槌湾の北岸と南岸は，この軸に平行しており，

特に湾中央部から湾口は海岸線から陸には急

峻な山が迫っており，軸に向かう急な海底傾

斜となっている．そのため，津波が湾口から

進入したときには，湾の北岸と南岸の岩礁域

では津波による水位変化が生じたものの，砕

波が生じたり，強い波力を受けることはなか

と推定される．一方，湾奥部では，海底が浅

くなるにつれて波高が高くなり，強い波力を

砂地の海底の及ぼしたと考えられる．3 月 11

日に東京大学大気海洋研究所国際沿岸海洋研

究センターを利用していて，津波に被災した

大学院学生は，センターの周辺では水位だけ

が上昇と下降したのを目撃したと述べている



(Kokubu Y., Personal Commnuication)ことと

一致する．一方，海底が浅くなる湾奥部では，

波高をました津波が砂地に進入した結果，海

底の砂とそこに生育していた海草類を運び去

ったものと考えられる． 

以上，まとめると，砂地に生育する海草類

の藻場は壊滅的な被害を津波により受け，花

株はなくなってしまった．しかし，埋土種子

から発芽したと思われる未成熟の海草の個体

が密度は低いが分布し，海草藻場の回復が始

まっていた．８００年あるいは１０００年に

一度と言われる津波であったが，砂地に生育

するアマモ類は埋土種子による回復という適

応力をもっている．一方，地形的に津波の影

響が及びにくかったと思われる大槌湾湾奥部

北岸のスゲアマモについては花株が見られ，

群落が維持されていた．このように，地形に

よっては大規模な津波であっても，それらに

よる被害から免れる群落があることが明らか

となった． 

岩礁性の藻場は，地形的に津波の影響が及

びにくい湾中央から湾口部の急傾斜した海岸

に分布しており，その結果，津波の影響は軽

微であったと推定される．7 月に大槌湾周辺

のアワビやウニの分布を調べた研究によると

小型のアワビは少なく，大型のものしかなか

ったことから，小型のアワビは津波で飛ばさ

れたと河村（2011）は報告しており，岩礁域

であってもまったく，津波の影響がなかった

わけではない．しかし，海藻群落が分布を維

持していることから，アワビの大型個体やウ

ニは餌となる藻類が豊富で生活が可能であり，

今年の産卵が成功し，禁漁などで保護をする

ことで，磯根資源の回復は期待できるものと

思われる． 

これらの情報が，大槌湾および船越湾にお

ける漁業の復旧と復興に役立つことを心より

願っている． 

 

【今後の展開】 

 砂地に生育する海草藻場は津波により壊滅

的被害が生じてしまったが，現在，回復の過

程にあると考えられる．この過程を潜水調査

などにより追跡調査を行う予定である． 
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